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論文内容の要旨

非触媒気一国系反応は 鉄鉱石の還元を始めとして工業的に広く利用され，その速度論的解析は反応器

及びプロセス設計上極めて重要な課題である。国体が直接反応に関与する気一回反応では，速度過程へ

の気体の吸着の関与は，反応、に伴う固体構造の変化とともに反応速度解析を極めて複雑にする。本研究

は多孔質国体の反応挙動に及ぼす気体の吸着の効果を明らかにし，任意の固体濃度依存性を有する一般

的気一回反応系を対象とした実用的かつ簡便な反応器設計方法を確立することを白的とする。

始めに，等温条件下における単一多孔質問体粒子と気体吸着種との反応をとりあげ， Langmuir-Hinｭ

shel wood 型速度式を基に 吸着，物質移動，反応速度の相関関係が，国体の総括反応速度に及ぼす影

響を解析的に明らかにした。更に気体について O 次や l 次の速度式が与える反応特性との基本的栢違点

を明確にした口また，解析を非等温系に拡張し物質移動とともに熱移動が関与する系において気体の

吸着の効果を統一的に検討した。

次いで固定層反応器を例にとり，粒子群としての反応器の非定常挙動に及ぼす吸着の効果を論ずると

共に 3 実用的見地から実測の速度データを直接用いて任意の固体構造変化とそれに伴う複雑な反応挙動

を反応器設計に反映させる簡便な設計手法を提唱した口更に，工業反応例として還元鉄による水蒸気の

分解反応をとりあげ 速度論的解析を基に確立した速度式を用いて，固定層反応器の非定常解析を行い

上記設計手法を実証したu
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論文の審査結果の要旨

本論文は気一固反応系において，多孔質国体の反応挙動に及ぼす気体の吸着の効果について検討し

ついで、一般的な気一回反応系を対象とした実用的かつ簡単な反応器設計方針を確立する乙とを目指した

ものである。

先ず，等温条件下における単一多孔質固体粒子と気体吸着種との反応をとり上げ， Langm uir -Hinｭ

shelwood 型の速度式を基として吸着，拡散，反応速度の相互関係が，国体の総括反応速度に及ぼす影

響を解析的に明らかにしている。更に乙れらの解析を非等温系に拡張し，物質移動と共に熱移動が関与

する系において気体の吸着の効果について検討を加えている。

次いで固定層反応器を例にとり，反応器の非定常挙動に及ぼす吸着の効果を検討すると共に，実用的

見地から実測の単一粒子についての速度データを痘接用いることにより，任意の固体構造変化とそれ

に伴う反応挙動を反応器設計に反映させる手法を提案している。反応例として還元鉄による水蒸気の分

解反応を取り上げ 速度論的解析を基に確立した速度式を用いて，固定層反応器の非定常解析を行い，

上記の手法がよく適用されることを確認している。

よって本論文は反応工学の分野の発展に大きく貢献しており 博士論文の価値あるものと認める。
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